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そして昭和 45 年（1970 年）頃には平屋の建物から現在の本館 2 階に移転してきた。そ













































































上宝地殻変動観測所が第１次地震予知研究計画に基づき昭和 40 年（1965 年）に設置さ
れた。上宝観測所の発足当時は蔵柱観測坑内での傾斜計、伸縮計などの地殻変動観測から





昭和 41 年（1966 年）に東大地震研究所松田時彦先生が地震研究所彙報で発表された「跡
津川断層の横ずれ変位」の論文はそれ以後の上宝観測所の発展に大きな影響を与えた。こ


























地震観測のための地震計が設置されたのをきっかけに、1971 年 7 月から下之本、杉原でも
地震観測が始まりその後の観測網充実のきっかけとなった。1976 年には天生（あもう）、






８．Active Filter の製作 
上宝観測所の周辺観測点の地震データがテレメータによって観測所に送られ、長時間記録

















「D-271 室」というタイトルで、技術部通信 No.30 号で紹介した地震波自動験測システ
ムの仕事に携わった期間は第３番目のエポックになる。このシステムが本業務として開始





















































1990 年 10 月はじめより現工作室横の敷地を借りて（土屋所長に用地使用許可願いを提
出）鉛電極を半径 10ｍ、放射状に８個、中心に１個の電極を埋設した。住友先生、渡辺先
生のご指導で電位差変化の連続観測を始めた。電極は吉野氏の資料をなるべく忠実に守っ































































（「1995 年兵庫県南部地震直後の臨時余震観測」京大防災研究所年報 第 39 号 B-1 平成





参加した合同地震観測には 1985 年長野県、1993 年日光、1995 年兵庫、1996 年飛騨、1997















設置し、翌６日、六甲天文通信館屋上に受信アンテナ設置、約 15ｍ離して 55.34MHz 送信
アンテナを設置した（「地震観測における無線制御システムについて」大学合同地震観測班 























GPS データの連続性を保つため GPS アンテナ
を倒さず連続で天上に向けていなければなら
ず結構しんどかった事が思い出される。 















めて大学合同地震観測班により 1996 年 5 月から 10 月まで行われた。この計画の予備観測
として防災研は 1994 年 7 月南飛騨地域に臨時観測点を作り準備に入ったが、1995 年 1 月
17 日に起こった兵庫県南部地震により実施は中断、急遽兵庫県南部地震の余震観測に力を
注ぐことになった。高山地震観測所を集中局としてワークステーションを設置、本格的に






























乗鞍岳を挟む東西約 50ｋｍにわたり 64 観測点に地震





    アレー観測点 
  
Handy Observation Tool）及びトリガー指令を受信するテレコントロール受信機を設置し





































アレー観測は 8 月 20 日から地震計（L-15 型、L-28B
型）、HOT、テレコン設置を班毎に受け持った。地震計
写真 10 ホイップアンテナ 




成功した。10 月 21 日から臨時観測点（有線テレメータ点）及び HOT 観測点の撤収が始ま






 1992 年 2 月 19 日から 9 日間初めての海外出張へ行かせていただいた。西太平洋地域に









































































写真 13 ラッシュ時の乗り合いバス 
 
写真 14 ピナツボ火山と火山灰 
  
●米国ノースリッジ 




























山観測所構内で実験をしてきた（「地震で飛ぶ石の震動特性」京大防災研究所年報第 37 号 











写真 15 潰れた駐車場 
  
写真 17 スエズ運河を望む 
での地盤震動特性も調べた（「飛び石の
振動応答」地震予知センター月例研究
会報告 1994 年 4 月）。位置の決定は１



















アンテナは OK で渡してくれたが、肝心の HOT（Handy Observation Tool）とプリアンプは
預かりとなり後々仕事に支障を来すことになった。カイロの南ヘルワンにある国立天文地
球物理研究所（National Research Institute of Astoronomy and Geopysics：通称 NRIAG：
ナリアグと呼んでいる）と東京大学地震研究所が中心となって 1989 年 11 月始まったこの
研究協力事業も今回を持って最終回となる。この NRIAG がすべての拠点となっている。４































70km 間に 23 点の臨時地震観測点を設けこの地域で起こった地震（既設地震観測網がある























写真 18 HAAM観測点 
 
写真 19 臨時観測点風景 
  
息を吸うから肺の中も。吹雪は経験しているが雪の変わりに砂だと思えばよい。どれくら




































た。言葉なしで何日も付き合うのは恐ろしい気がした。幸い我々は 2対 1 だったので良か
ったが、1対 1 ならこんな時どうしたらいいのだろうか。 
エジプト出張の終わりに、折角この国に来たのだからピラミッドを見ておく事を勧めら
写真 20 国営？のパン屋さん 
  





















Very Small Aperture Terminal）と称して 1995 年以降使われている。最近では臨時観
測はすべてこの方式に依っている。又これらは可搬型と呼ばれ担ぐ為のケースも完備され
ているが実際には車がなければどうしようもない。私がこのテレメータシステムを経験し
たのは 1997 年 7 月の淡路島野島断層観測室（防災研）が始めてであった。それ以後は東北
脊梁山地合同地震観測の秋田県での観測（「東北脊梁山地合同地震観測における衛星通信観



















年で 300 試合にもなる。ずっと投手専門でやらせてもらったので、多分通算勝ち星は 100
以上はあると思う。負け数は聞かないことにしてほしい。 
あれは総長杯軟式野球大会の時のことで
























たが、平成 8 年 5 月研究所に技術室が省令で設置された。大変なことになったと思った。









写真 22 野球部発足の頃 
  
ステムや役付け者の役割義務が明確である。一方、「京都大学防災研究所技術室組織規程」









 一人 10 ページ以上は最低ノルマとして書くように出版委員会からお達示があった。自分
も同委員会の一員であるからこれは守らなくてはならない。と同時に、背表紙に印刷出来
るだけの厚さがなかったら困るので少し頑張って書いてみた。何か一つの技術的仕事を報
告する形でノルマが果たせたら格好がいいのだが、悲しいかなここ 5年間というもの自信
をもって言えるような技術的な仕事が出来ていない。情けない状態である。はじめにもお
断りしたように自分のメモのようになってしまった。だからつまらない原稿になってしま
った。今年は 6名の退職者がメインで冊子を完成させることになっているので、多分想い
出話が中心になるのではないかと感じている。色々と書いているうちに昔を思い出すこと
も多く、この原稿を書いてなければ思い出さなかった事もあった。そういう意味ではこの
機会を与えてくれた出版委員会に感謝をしています。ただ心配なのは、時期の誤りや思い
違いがあるかも知れない事で、それを調べ直す時間が無くてとりあえず 12 月末の〆切に間
に合わせようとした事である。もし気が付かれたら訂正をして置いてほしいし、そのこと
を教えていただけたら大変有り難いと思う次第です。 
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